平成27年度高知女子大学総会報告 by 大川 宣容 et al.
日時：平成27年７月18日 (土) 12：00～13：00
場所：高知県立大学 池キャンパス 生協食堂
出席者：50名
12:10 開会
・野嶋学会長挨拶
・議長選出
池添志乃 (34期)
中西純子 (博士後期課程１期生)
１. 議 題
１) 報告事項
(1) 平成26年度 事業報告
①運営委員会報告 (資料１)
・運営委員長から､ 平成26年度に開催さ
れた運営委員会 (５回開催) の議事内
容について報告された｡
・会員からは､ 特に質問､ 意見はなかった｡
②企画委員会報告 (資料２)
・企画委員長より､ 第40回高知女子大学
看護学会の参加人数 (221名) と実施
状況､ 平成26年度公開講座の実施 (各
公開講座34～54名参加)､ 奨学金貸与
事業 (今年応募者なし)､ 高知女子大
学看護学会ホームページ充実への取り
組みについて報告がなされた｡
・会員からは､ 特に意見､ 質問はなかった｡
③編集委員会報告 (資料３)
・編集委員長から､ 学会誌第40巻第１号
および第40巻第２号の内容､ 発行状況､
学会誌の投稿促進にむけての活動､ 学
会誌掲載論文の電子公開に関する検討
について報告がなされた｡
・会員からは､ 特に質問､ 意見はなかった｡
④所属組織についての活動報告 (資料４)
・運営委員長より､ 平成26年度日本看護
系学会協議会､ 総会参加の報告がなさ
れた｡
・内川教員より､ 看護系学会社会保険連
合 (看保連) の社員総会､ 活動報告に
ついて報告がなされた｡
・会員からは､ 特に意見､ 質問はなかった｡
(2) 平成26年度 会計決算報告 (資料５)
・会計担当者から､ 資料に基づき､ 一般
会計､ 学会事業準備金､ 奨学金貸与事
業の決算が報告された｡
・平成26年度は学会員へのタイムリーな
情報提供の充実を行ったため､ 通信費
と広報費の支出が増えている｡
・奨学金は２名の方より予定より早めの
返却があった｡
(3) 平成26年度 会計監査報告 (資料５)
・藤会計監査委員より､ ７月11日に２
名の会計監査委員より監査がなされ､
適正な執行であることが報告された｡
・会員からは質問､ 意見はなかった｡
上記､ 平成26年度事業報告について､ 承認
された｡
２) 審議事項
(1) 役員組織・構成人数 (資料６)
・運営委員長より､ 役員組織・構成人数
の変更案について提案された｡
・平成27年度は新たに広報・渉外委員会
を発足した｡
・質問､ 意見､ 異議はなく､ 原案どおり
承認された｡
(2) 平成27年度 事業計画 (案)
①企画委員会事業計画 (案) (資料７)
・企画委員長より､ 平成27年度企画委員
会事業計画案として､ 第41回高知女子
大学看護学会の企画､ 公開講座の企画､
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奨学金貸与事業の運用計画と奨学生の
募集について提案された｡
・意見､ 質問､ 異議はなく､ 原案どおり
承認された｡
②編集委員会事業計画 (案) (資料８)
・編集委員長より､ 平成27年度編集委員
会事業計画案として､ 学会誌第41巻第
１号､ 第２号の発行､ 学会誌としての
内容充実､ 学会誌の投稿促進に向けて
の広報活動､ 学会誌掲載論文の電子公
開について提案された｡
・意見､ 質問､ 異議はなく､ 原案どおり
承認された｡
③広報・渉外委員会事業計画 (案) (資料９)
・運営委員長より､ 平成27年度広報・渉
外委員会事業計画案として､ 高知女子
大学看護学会の広報活動の充実､ 所属
組織の連携促進について提案された｡
・意見､ 質問､ 異議はなく､ 原案どおり
承認された｡
(3) 平成27年度 予算 (案) (資料10)
・会計担当者より､ 平成27年度予算案に
ついて説明がされた｡
・出版費は投稿論文数が増えてきたため､
10万円支出額を増額している｡
・通信費は､ １回発送数が増えたため､
支出額を増額している｡
・会員より､ 収入の会費の人数の読みは
どのように予測し､ 予算立てを行って
いるのか質問があった｡ 予算額は前年
度の収入と会員入会案内の時期をもと
に会費の予算立てを行っていると説明
がされた｡
・会員より､ 広報・渉外の充実が挙げら
れているが､ 平成27年度の予算案で足
りるのか質問があった｡ 昨年度､ ホー
ムページの改編やスマートフォンの導
入を行っているため､ 平成27年度の広
報費は増額していない｡ 今後､ 増額す
る場合は､ 予備費で対応していきたい
と考えている｡ また､ 収入を見定めて､
スマートフォンでのPR活動や､ 学会活
動の強化を見込んでいる｡ さらに､ 高
知県立大学看護学部同窓会と協力しな
がら､ 広報を反映させていき､ 予算を
増額せずに効果的な広報を行うことを
考えている｡
・意義はなく､ 原案通り承認された｡
13:00閉会
以 上
高知女子大学看護学会誌第41巻第１号 (2015)
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